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タイ国際旅行フェアで訪日旅行を PR 

～「Thai International Travel Fair #23」～ 

 

シンガポール事務所 

 

 8 月 10 日（金）から 12 日（日）までにかけて、タイ・バンコクの Queen Sirikit National 

Convention Center で開催されたタイ国際旅行フェア「Thai International Travel Fair 

#23」の様子を取材してきました。 

この旅行フェアは、タイ国内最大級の一般消費者向けの旅行フェアで、毎年 8 月と 2 月の

年 2 回開催され、会場には、航空会社や旅行代理店、ホテルなどのブースとともに、JNTO

や日本の地方自治体のブースも設置されていました。 

 

１．タイの訪日観光客の状況 

JNTO によると、2017 年にタイからの訪日旅行客は前年比で 9.5％増加しており、過去

最高の 987,211 人を記録しました。これは、東南アジア諸国の中で最も多く、このうち約

7 割が日本を 2 回以上訪問したことがあるリピーターということで、訪日旅行への関心が高

いことがうかがえます。 

 

２．JNTO ブースの様子 

JNTO ブースには全国各地の観光パンフレットが並べてあり、気になった地方自治体のパ

ンフレットを手に取って、従事しているスタッフに質問するといった形で日本各地の観光名

所を PR されていました。 

来場者に人気のある観光パンフレットを聞いたところ、第 1 位は北海道で、冬のシーズン

に「雪」と「グルメ」を目当てに計画を立てている方が多いとのことでした。 

第 2 位は東京都でしたが、第 3 位には沖縄県がランクインし、LCC の Peach がバンコ

クと沖縄を結ぶ直行便を毎日就航していることで、気軽に安く行ける旅行先として人気が高

くなっているとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【JNTO ブースの様子】 
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３．地方自治体ブースの様子 

今回の旅行フェアには、東京都や沖縄など 11 の自治体関係者がブースを出展して、秋か

ら冬にかけての旅行プランを PR していました。 

タイの旅行者は、SNS 映えするきれいな花や自然豊かな景色に興味があるということで、

フォトブースを設置したり、着物の着付けをして写真撮影ができたりと各ブースで工夫され

ていました。 

 静岡県のブースでは、今年の 4 月からタイで販売されることになった「静岡茶」の試飲会

が開催され、フェイスブックに「いいね」をするとペットボトルがもらえ、長蛇の列ができ

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【着物の着付け体験】           【静岡茶の試飲会】 

 

４．今後の課題と対応 

会場内は多くの来場者で賑わっていましたが、各ブースを取材していると「昨年に比べ来

場者が少ない」という声も聞かれました。原因はいくつかあると思われますが、そのひとつ

として、個人旅行が増えていることが挙げられます。 

これまでは、旅行フェアの会場内で各ブースの旅行プランを見ながら、希望するツアーを

申し込むという方法が主流でしたが、個人旅行をする多くの方は、インターネットを利用し

て航空券を手配したり、観光情報を入手したりしています。その結果、旅行フェアの会場に

足を運ぶ必要がなくなっているのではないかと思われます。 

こうした状況は、今後も続くと予想されることから、個人旅行者をターゲットに、現地の

言語で、今までツアーでは行けなかったゴールデンルート以外の地方の観光地情報を充実さ

せ、発信することで、これまで以上に日本の地方を訪れる方が増えていくことが期待されま

す。 
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「Thai International Travel Fair#23」の概要 

 

 

（本田所長補佐 鹿児島県派遣） 

 （古谷所長補佐 山口市派遣） 

概    要 タイ旅行サービス協会が主催するタイで最大規模の旅行フェア 

開催期間 2018 年 8 月 9 日（木）～12 日（日） 10:00～21:00 

開催場所 Queen Sirikit National Convention Center 

対    象 一般消費者 

入場料 無料 

来場者数 約 500,000 人（2018 年 2 月開催実績） 

参加自治体等 青森県、(一社)東北観光推進機構・仙台市、東京都、神奈川県、静岡県、 

（一社）和歌山市観光協会、神戸市、鳥取県、佐賀県、沖縄県 


